
旭川龍谷高等学校 令和５年度 授業シラバス 
 

教科名 科目名 単位数 学年 必／選 コース／フィールド 

数学 数学Ⅱ ４ ２ 必 特進コース／難関突破 

科目の目標 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えにつ

いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

教科書 数学Ⅱ（数研出版） 副教材等 
チャート式 基礎からの数学Ⅱ+B 

教科書傍用 4STEP 数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

 
１．学習の到達目標 

・各単元における知識および技能を身につけること。 
・各単元に関連づけた思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 
２．学習計画及び評価の観点 

※評価の観点：X(知識・技能)，Y(思考・判断・表現)，Z(主体的に学習に取り組む態度) 

学習内容 
時

数 
月 学習のねらい 

評価の観点 

X Y Z 

第１章 式と証明       
第１節 式と計算 9 4 ３次の乗法公式，二項定理や因数分解の公式を

理解し，それらを用いて式の展開や因数分解をす

ることができるようにする。また，整式の除法や分

数式の四則計算について理解し，簡単な場合に

ついて計算をすることができるようにする。 

○ ○ ○ 

第２節 等式と不等式の証明 7 4・5 等式や不等式が成り立つことを，それらの基本的

な性質や実数の性質，絶対値の性質，相加平均

と相乗平均の関係などを用いて証明することがで

きるようにする。 

○ ○ ○ 

第２章 複素数と方程式 15 5・6 数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の

四則計算をすることができるようにする。また，２次

方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係に

ついて理解し，それらを活用できるようにする。さら

に，因数定理について理解し，簡単な高次方程式

の解を因数定理などを用いて求めることができるよ

うにする。 

○ ○ ○ 

第３章 図形と方程式       
第１節 点と直線 10 6 座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外分

する点の位置や２点間の距離を表すことができる

ようにする。また，座標平面上の直線を方程式で

表し，それを２直線の位置関係などの考察に活用

することができるようにする。 

○ ○ ○ 

第２節 円 8 7・8 座標平面上の円を方程式で表し，それを円と直線

の位置関係などの考察に活用することができるよう

にする。２円の交点とその他１点を通る図形につい

て考える。 

○ ○ ○ 



学習内容 
時

数 
月 学習のねらい 

評価の観点 

X Y Z 

第３節 軌跡と領域 7 8 図形を与えられた条件を満たす点の集合として考

えることを通して，軌跡や領域について理解する。

また，簡単な場合について軌跡を求めたり，不等

式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したり

することができるようにする。さらに，領域の考え方

は，証明や最大・最小問題の解決に有用であるこ

とを理解する。 

○ ○ ○ 

第４章 三角関数       
第１節 三角関数 13 9 角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法に

よる角度の表し方，扇形の面積の求め方などにつ

いて理解する。また，三角関数について，相互関

係などの基本的な性質や，周期性をもつなどのグ

ラフの特徴について理解する。さらに，三角関数を

用いた方程式・不等式の解が求めることができるよ

うにする。 

○ ○ ○ 

第２節 加法定理 9 10 三角関数の加法定理を理解し，それを用いて２倍

角の公式を導くことできるようにする。さらに，三角

関数の合成について理解し，それらを事象の考察

に活用できるようにする。 

○ ○ ○ 

第５章 

 指数関数と対数関数 

      

第１節 指数関数 7 10 指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理

解する。指数関数とそのグラフの特徴について理

解し，それらを事象の考察に活用することができる

ようにする。 

○ ○ ○ 

第２節 対数関数 7 11 対数の意味とその基本的な性質について理解し，

簡単な対数の計算をすることができるようにする。

また，対数関数とそのグラフの特徴について理解

し，それらを事象の考察に活用することができるよ

うにする。さらに，常用対数の理解を通じて対数の

有用性を認識する。 

○ ○ ○ 

第６章 微分法と積分法       
第１節 微分係数と導関数 6 12 微分係数や導関数の意味について理解し，関数

の定数倍，和及び差の導関数を求めることができ

るようにする。 

○ ○ ○ 

第２節 導関数の応用 9 12・1 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を

調べ，グラフの概形をかくことができるようにする。

また，グラフの概形を利用して，方程式の解や不

等式の証明など，微分の考えを事象の考察に活

用することができるようにする。 

○ ○ ○ 

第３節 積分法 13 1・2 不定積分及び定積分の意味について理解し，関

数の定数倍，和及び差の不定積分や定積分を求

めることができるようにする。また，定積分を用いて

直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求

めることができるようにする。 

○ ○ ○ 

 
 
 
 
 


